
⾼校の部



熊本県⽴熊本農業⾼等学校（⾼校の部 ⼤⾂賞）

取組名 持続可能な養豚経営を⽬指して
〜「くまもとの⾚」による地⽅創⽣プロジェクト〜

• 飼料費の⾼騰、⾷品廃棄といった課題に対して、地域の
⾷品廃棄物の活⽤等を通じて、持続可能な養豚経営の
実現を⽬指した取組。

• ①エコフィード（⾷品廃棄物や規格外野菜を使⽤した家
畜⽤飼料）の活⽤による飼料費の削減

②製茶後の副産物を⽤いた⾁質改善

③新たなブランド豚「⾚ぶた」開発・普及活動

④「⾚ぶた」を使った商品開発、県内店舗やふるさと納税
等を活⽤した販売活動

を通じて、飼料費削減・廃棄物削減に加え、地域活性化
にも貢献。

応募者

取組概要

熊本県⽴熊本農業⾼等学校
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岩⼿県⽴花巻農業⾼等学校（⾼校の部 AgVenture Lab賞）

取組名 ホップでフードロス削減

• 岩⼿県遠野市産の特産物であるホップに含まれる「ルプリ
ン」をソーセージに添加し、従来より⻑い賞味期限の延⻑
を実現した。これにより、期限切れによる廃棄量を減らし、
フードロス削減につなげる取り組みを研究している。

• しかし、ルプリン添加によって⽣じる後味の「エグミ」が課題と
なった。そこで、抽出に使⽤する有機溶媒アルコールの濃
度を変えながら、抗菌⼒を最⼤限に引き出す⽅法を検討
し、さらにフリーズドライ製法によってアルコールを除去して粉
末化することで、エグミの⼤幅な改善に成功した。

• ⼤学の協⼒や連携企業とのルプリン抽出の共同開発によ
り、連携企業が特許権を取得した。今後はその権利を活
⽤し、商品化を⽬指している。

応募者

取組概要

岩⼿県⽴花巻農業⾼等学校
⾷農科学科 3年 ソーセージ研究班

ポスター画像

（⾼さ16cm）
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愛媛県⽴⼤洲農業⾼等学校（⾼校の部 GREEN×EXPO 2027賞）

取組名 「バショウ×Re:Design」
〜地域資源を再構築する農業と⽂化の挑戦〜

• バショウを肥料・和紙・果実袋として循環利⽤し、化学肥
料削減、温室効果ガス排出抑制、資源循環の確⽴、伝
統⽂化継承、障がい者雇⽤創出など、多⾯的な地域活
性化を図る取組。

• ⼤洲市・内⼦町ではお盆飾りとして利⽤されてきたバショウ
が利⽤減少で放置され、景観悪化が地域課題となってい
る。

• 上記課題に対し、①バショウの肥料資源としての再評価
②新肥料開発とぶどう栽培での実証、③⼩学⽣への講義
等による取組の地域への普及、④障がい者作業所との協
働による果実袋制作を実施。

応募者

取組概要

愛媛県⽴⼤洲農業⾼等学校
チームBasho Farm Innovators

ポスター画像

（⾼さ16cm）
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北海道真狩⾼等学校 有機農業コース RO分会（⾼校の部 ⼤⾂官房⻑賞）

取組名 北海道版リジェネラティブ農業実証試験
〜マメ科緑肥作物（アバパール）を⽤いた不耕
起栽培〜

応募者

取組概要

北海道真狩⾼等学校
『有機農業コース RO分会』

• 有機農業を⾏う上で課題となる除草作業などの労⼒軽減を⽬
的として、マメ科緑肥作物を活⽤した不耕起栽培の可能性の検
証をした。

• 本栽培に適した作物と栽培時期を⽣育や収量の観点から調査
• マメ科緑肥作物が⼟壌機能に及ぼす影響の解明
• 種苗メーカーとの共同研究や地域農家に向けた研修会などの開

催
• マメ科緑肥作物であるアバパールは、⼟壌機能向上や炭素隔

離に効果があることを確認。キャベツ、アズキの⽣育に効果がある
ことがわかった。
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京都先端科学⼤学付属⾼等学校（⾼校の部 ⼤⾂官房⻑賞）

取組名 ⼆度捨てられる野菜を三回救え︕
⽣産者の“努⼒”を守る「リマインドQR」実証モデル

• 出荷前に規格外で捨てられる野菜と、出荷後に家庭で賞
味期限切れで捨てられる野菜の「⼆度の廃棄」を防ぐため、
捨てられる野菜を救出する「三回救う」仕組みを構築する
取り組み。

• 規格外の⻑なす等を⼯場で惣菜のもと「きょうのなすび。」
を開発。別の規格外野菜とともに販売し、消費を促すこと
で出荷段階での廃棄を削減する取組。

• 購⼊者に購⼊翌⽇などにスマホ標準カレンダーで調理リマ
インドとレシピを届ける「リマインドQR」を導⼊し、家庭内⾷
品ロスの削減とCO₂削減を⽬指す仕組みを構築。

応募者

取組概要

京都先端科学⼤学附属⾼等学校
SDGs飯プロジェクトチーム

ポスター画像

（⾼さ16cm）
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京都府⽴桂⾼等学校（⾼校の部 ⼤⾂官房⻑賞）

取組名 汚泥再⽣リン「MAP」を活⽤したミニトマト栽培に
おけるN₂O抑制施⽤技術の確⽴と
普及活動による国内資源への転換

• 下⽔汚泥から回収した再⽣リン肥料「MAP」を活⽤し、ミ
ニトマト栽培でN₂O排出を抑制しつつ収量・品質を確保
することで、国内資源への転換と持続的農業の実現を⽬
指す取組。

• MAPを散布した区は、定植60⽇⽬でのN₂O放出が化成
肥料２か⽉前区より約40倍抑制され、施肥後141⽇ま
での総放出量でも約15倍の抑制効果を⽰す結果を得た。

• MAPについて地域の⽣産者や⼀般消費者への普及活動
も実施した。

応募者

取組概要

京都府⽴桂⾼等学校
TAFS第2研究群芝研究班
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徳島県⽴吉野川⾼等学校（⾼校の部 ⼤⾂官房⻑賞）

取組名 鳴⾨ワカメ、廃棄から再⽣へ
〜地域から⽣まれた新資源〜

• 鳴⾨ワカメの廃棄物を新たな資源と捉え、森林や海洋へ
の炭素の⻑期・⼤量貯蔵を図るとともに、漁業者と連携し
⽔産資源の適切な管理と活⽤を進め、輸⼊原料依存の
低減や環境活動の促進を⽬指す取組。

• 徳島県特産の鳴⾨ワカメは加⼯時に未利⽤部位が発⽣
し、廃棄に伴うCO₂排出や悪臭、廃棄作業の労働負荷
などが地域課題となっている。

• これらを解決するため、ワカメ廃棄部位を⼟壌改良資材
等として活⽤し、藍染め原料となるタデアイやスギ苗の栽
培への利⽤可能性を検証するため、栽培実証などの取組
を実施。

応募者

取組概要

徳島県⽴吉野川⾼等学校
野菜専攻班

ポスター画像

（⾼さ16cm）
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⼤学・専⾨学校の部



東海学院⼤学医療栄養学科（⼤学・専⾨学校の部 ⼤⾂賞）

取組名 産学官連携で取組む規格外野菜の商品化Ⅱ

• フードサプライチェーン全体での脱炭素化に取り組んだ上で、
その取組を消費者に可視化し、理解の促進を図ることを
⽬的として、産学官の連携を試みた取組。

• 岐⾩県の特産「各務原（かかみがはら）にんじん」の栽培
に当たって、⾷品残渣由来のたい肥を⽤いた有機農業を
⾏い、「みえるらべる」を取得。

• さらに、⽣産したにんじんの規格外品を使った郷⼟料理を
お弁当として販売。弁当容器にバイオプラスチックを⽤いた
ほか、消費者の意識調査も実施した。

応募者

取組概要

東海学院⼤学医療栄養学科
『規格外野菜で⾷育の推進プロジェクトチーム』
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⾼知⼤学（⼤学・専⾨学校の部 AgVenture Lab賞）

取組名 気候変動に対応した夏季栽培の
暑熱対策に関する取組

• 持続的かつ実践的な夏季栽培⼿法を提⽰し、温暖化の
進⾏に対応した夏季の作物⽣産の安定化と、エネルギー
使⽤量およびCO₂排出の削減への貢献を⽬的とした取組。

• 近年の猛暑や異常気象により夏季の⾼温障害が多発し
⽣産量が低下しているほか、園芸ハウスでは冷房のための
ヒートポンプ導⼊・運転コストが⾼く、⼩規模施設での普及
が困難であるという課題が存在している。

• これらを解決するため、①夏季の露地栽培におけるソー
ラーパネルを遮熱資材としての活⽤、②夏季のハウス栽培
における局所冷房による省エネルギー化についての検討を
実施。

応募者

取組概要

⾼知⼤学
農林海洋科学部 農産施設⼯学研究室

ポスター画像

（⾼さ16cm）
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秋⽥⼯業⾼等専⾨学校（⼤学・専⾨学校の部 GREEN×EXPO 2027賞）

取組名
下⽔処理⽔を活⽤した酒⽶栽培とその加⼯品の
普及拡⼤を⽬指して
〜下⽔処理⽔の農業活⽤を当たり前の技術に〜

• 化学肥料の代替として、未利⽤資源である栄養塩を含む
下⽔処理⽔を活⽤し、酒⽶を栽培。

• 地元の酒造会社の協⼒の下で、下⽔処理⽔を活⽤して
栽培した酒⽶を⽤いて⽇本酒を製造。

• ⽇本酒が飲めない層に対しても本取組を認知してもらうた
め、⽢酒の製造に挑戦中。

• 学校、企業、⾃治体が⼀体となり、将来的に下⽔処理⽔
の農業活⽤が当たり前の技術になることを⽬指す。

応募者

取組概要

秋⽥⼯業⾼等専⾨学校
ZABZABプロジェクト

ポスター画像

（⾼さ16cm）
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北⾒⼯業⼤学 ⾼分⼦化学研究室（⼤学・専⾨学校の部 ⼤⾂官房⻑賞）

• 農業就業⼈⼝の減少や作付⾯積の増加する中、農繁期で
ある春の労働負担緩和を⽬的に、農閑期である秋に播種作
業を⾏うことができるよう、溶ける季節が異なる２層のポリマー
を種⼦にコーティングし、たまねぎ秋播き栽培の検証をした。

• １層⽬コーティング種⼦（春に溶けるコーティング）が剥離し
て発芽するか検証

• ２層コーティング種⼦（冬と春の２段階で溶けるコーティン
グ）を秋に播種する試験を実施し、秋冬の間発芽せず、段
階的にポリマーが剥離して発芽するか検証

• 多層ポリマーコーティングは、発芽時期の制御ができ、多様な
作物の直播栽培に対応可能。

取組名 いつでも播種できる種⼦コーティングの開発

応募者

取組概要

北⾒⼯業⼤学 ⾼分⼦化学研究室
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⿅児島⼯業⾼等専⾨学校（⼤学・専⾨学校の部 ⼤⾂官房⻑賞）

取組名 きのこ⽣産を核とした地域バイオマス（焼酎粕）
のカスケード利⽤

• 焼酎製造時の副産物である焼酎粕（⻨/⽢藷）は栄養
価が⾼いが、エネルギー利⽤や飼料以外の効果的な利⽤
⽅法が確⽴されていないため、ヒラタケ栽培の培地材料と
して焼酎粕（⻨/⽢藷）を利⽤できるかを検証した取組。

• 焼酎粕（⻨/⽢藷）⼊り培地、焼酎粕なし培地の収量と
遊離アミノ酸量を⽐較。収量は対照区と同等で影響なし。
遊離アミノ酸量は焼酎粕（⻨）⼊り培地で2.1倍、焼酎
粕（⽢藷）⼊り培地で1.3倍に増加。栄養価が向上。

• 焼酎粕はヒラタケ栽培に利⽤可能な培地材料であり、利
⽤することで付加価値の⾼いヒラタケの⽣産が可能。

応募者

取組概要

⿅児島⼯業⾼等専⾨学校
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